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 １学期には４年生を、２学期には３年生を対象に全部で９回センター主催の木工の学習を行いました。

今年度からは３・４年生を分け学年ごとに指導しました。3年生は、くぎ打ちが中心なのでまず始めに

釘の打ち方の練習をしてから始めました。初めて体験した子どもが多かったです。どの子も楽しかった、

いい作品ができたと満足して帰ってくれました。 

 今年度の作品の一部を紹介します。      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

センターでは、昨年度に引き続き富士山学習研究員を中心

に研究授業を考えています。 

11月4日（火）には、特別研究員の深澤先生（小立小）、小

俣先生（船津小）、梶原先生（湖南中）、センター研究員の藤

巻先生（西浜小）、堀内先生（富士山科学研究所）そして、

センター長で研究授業の検討会を開きました。 

12月9日（火）に西浜小学校の藤巻桂吾先生が公開授業を

してくださる予定です。4年生を対象に「比べよう、富士山

の形」を題材に行います。学校から富士山が見えないという地域の特色を生かした授業です。 

富士山が場所によって見える姿が少しずつ異なり、それは富士山の成り立ちと関係があることを学ぶ

という内容です。 

 今回の授業では、富士山科学研究所と連携して授業をより分かりやすく楽しく進めることができると

思います。学校と連携したアウトリーチ活動（公的機関による主張サービス）の足がかりを築くことが

できます。 

 富士河口湖町の全ての4年生が学べる授業です。たくさんの先生方のご参加をお願いいたします。 

 

今年度の３・４年生の木工の学習が終了しました。 
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